
 

                         
 

  

 
 

                    

 

     

 

御
本
部 

天
地
金
乃
神
御
大
祭 

参
拝 

三
月
三
十
日(

土)

～
三
十
一
日(

日) 
 

南
九
州
か
ら
北
九
州
ま
で
ソ
メ
イ
ヨ
シ

ノ
が
咲
き
だ
し
中
国
地
方
に
入
る
と
日
当

た
り
の
良
い
と
こ
ろ
で
は
少
し
咲
き
だ
し

て
い
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
、
春
の
訪

れ
を
感
じ
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
参
拝

の
お
か
げ
を
蒙
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

御
本
部
天
地
金
乃
神
大
祭 

第
一
日
は
、

三
月
三
十
一
日(

日)

午
前
十
時
か
ら
、
教
主

金
光
様
ご
祭
主
の
も
と
お
仕
え
さ
れ
ま
し

た
。 み

祭
り
が
仕
え
ら
れ
る
祭
場
は
、
ま
だ

足
元
の
寒
さ
が
感
じ
ら
れ
は
し
た
も
の
の
、

木
綿
崎
山
の
奥
津
城
を
歩
か
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
と
早
朝
で
あ
っ
て
も
身
体
が
温

も
り
、
春
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
て
い
た
だ

く
よ
う
で
し
た
。 

御
本
部 

天
地
金
乃
神
御
大
祭
は
、
第
二

日
の
ご
祭
典
が
五
月
四
日(

木)

に
、
第
三
日

が
七
日(

日)

に
お
仕
え
に
な
ら
れ
、
五
月
に

か
け
て
全
教
の
教
会
で
天
地
金
乃
神
御
大

祭
仕
え
ら
れ
ま
す
。 



令和６年 ５月                       いっしん 

 

- 2 - 
 

 御
本
部 

天
地
金
乃
神
御
大
祭 参

拝 
 

 
 

三
月
三
十
日(

土)

～ 

         
三
十
一
日(

日) 

 

（
ス
ナ
ッ
プ
写
真
） 
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能
登
半
島
地
震 

現
地
の
声
を
聞
く
！ 

 

御
本
部
天
地
金
乃
神
大
祭
の
帰
途
、
急

遽
乗
車
メ
ン
バ
ー
の
リ
ク
エ
ス
ト
が
あ
り

福
山
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
に
寄
る
こ
と
と
な

り
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
で
十
分
ほ
ど
も
待
つ

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

す
る
と
よ
く
見
え
る
所
に
ヒ
ッ
チ
ハ
イ

ク
の
お
兄
さ
ん
が
い
ま
し
た
。
「
宮
島
ま

で
」
と
い
う
標
識
を
持
っ
て
い
ま
す
。 

車
内
で
そ
の
ヒ
ッ
チ
ハ
イ
ク
の
お
兄
さ

ん
の
こ
と
に
つ
い
て
の
話
が
始
ま
り
ま
し

た
。
車
は
十
人
乗
り
で
し
た
が
、
六
人
で

の
参
拝
だ
っ
た
の
で
席
に
余
裕
が
あ
り
ま

し
た
。 

「
サ
ダ
子
親
奥
様
が
お
元
気
な
時
に
ヒ

ッ
チ
ハ
イ
ク
の
お
兄
さ
ん
を
乗
せ
た
こ
と

が
あ
り
、
そ
の
時
は
イ
ン
ド
の
一
人
旅
の

話
を
聞
き
楽
し
か
っ
た
で
す
よ
」（
矢
野
） 

「
以
前
は
、
横
川
な
ど
に
印
刷
物
の
配
達

に
行
っ
た
帰
り
に
は
、
ヒ
ッ
チ
ハ
イ
ク
の

よ
う
に
し
て
乗
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た

よ
」（
吉
屋
） 

「
席
も
空
い
て
い
る
こ
と
だ
し
乗
せ
て

あ
げ
ま
し
ょ
う
か
」（
全
員
） 

と
い
う
こ
と
で
乗
せ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。 

乗
せ
て
み
る
と
気
さ
く
な
優
し
い
青
年

で
、
お
互
い
の
自
己
紹
介
な
ど
を
し
ま
し

た
。
す
る
と
、
そ
の
青
年
は
、
石
川
県
七

尾
市
か
ら
山
口
県
の
萩
市
に
向
か
っ
て
い

る
二
十
五
才
の
青
年
で
し
た
。 

「
去
年
の
三
月
か
ら
萩
市
の
建
設
会
社

で
宮
大
工
の
修
行
に
入
り
、
お
正
月
の
帰

省
で
七
尾
市
に
帰
っ
て
い
た
時
に
地
震
に

遭
い
ま
し
た
。
ま
た
、
父
は
小
学
生
の
時

に
亡
く
な
り
、
母
と
祖
母
が
七
尾
市
に
住

ん
で
お
り
、
地
震
の
時
に
祖
母
を
助
け
出

し
て
い
て
、
自
分
の
右
腕
を
骨
折
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
母
は
入
院
し
、
祖
母
は
仮

設
住
宅
に
入
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
手
続

き
な
ど
を
進
め
て
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
三

ヶ
月
が
経
ち
、
骨
折
し
た
と
こ
ろ
も
よ
う

や
く
完
治
し
ま
し
た
の
で
、
七
尾
市
か
ら

修
行
先
の
萩
市
に
今
戻
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
災
害
義
援
金
の

募
金
な
ど
に
は
関
心
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
今
回
全
国
か
ら
の
義
援
金
が
届
い

て
大
変
助
け
ら
れ
、
と
て
も
有
り
難
く
思

い
、
考
え
方
が
変
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

自
衛
隊
の
緊
急
支
援
活
動
に
は
、
炊
き
出

し
か
ら
復
旧
作
業
な
ど
大
変
助
け
ら
れ
励

ま
し
続
け
ら
れ
、
ど
ん
な
に
有
り
難
い
こ

と
で
あ
る
か
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ

お
話
し
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
涙
が

出
て
き
て
お
話
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。」 

と
い
う
お
話
を
聞
い
て
い
る
内
に
宮
島

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
に
到
着
し
、
こ
れ
か
ら

の
宮
大
工
の
修
行
生
活
を
励
ま
し
、
能
登

半
島
の
被
災
地
に
残
ら
れ
る
ご
家
族
の
皆

さ
ん
の
一
日
も
早
い
復
興
を
祈
る
よ
う
な

気
持
で
お
別
れ
を
し
ま
し
た
。 

能
登
半
島
地
震
の
現
地
の
声
を
直
接
聞

か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
ま

で
少
し
離
れ
た
地
域
で
の
災
害
で
あ
る
よ

う
に
思
え
て
い
ま
し
た
が
、
被
災
地
で
被

災
さ
れ
た
方
の
実
際
の
声
を
聞
か
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
と
な
り
、
人
の
助
か
り
を
祈

る
貴
重
な
、
信
心
の
車
内
研
修
と
な
り
ま

し
た
。 
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勧 

学 

祭 

仕
え
ら
れ
る
。 

  

桜
咲
く
春
休
み
の
四
月
三
日(

水)

、
加
治

木
教
会
で
は
月
例
祭
に
併
せ
て
勧
学
祭
が

仕
え
ら
れ
ま
し
た
。 

お
広
前
に
は
、
少
年
少
女
会
員
の
み
ん

な
が
参
拝
し
、
口
語
文
の
勧
学
祭
の
祭
詞

を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
ご
祭
典
を
拝
ま

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

今
年
度
、
小
学
校
に
新
入
学
さ
せ
て
い

た
だ
く
児
童
を
は
じ
め
、
各
学
校
を
進

級
・
入
学
・
卒
業
を
迎
え
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
児
童
・
生
徒
・
学
生
た
ち
が
、
今
日

ま
で
の
成
長
を
御
礼
申
し
上
げ
、
こ
れ
か

ら
も
信
心
の
稽
古
を
進
め
て
心
を
磨
き
、

明
る
く
元
気
な
家
庭
生
活
・
学
校
生
活
・

社
会
生
活
を
送
り
、
神
様
と
世
の
お
役
に

立
つ
こ
と
が
で
き
る
お
育
て
を
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
さ

せ
て
い
た
だ
き
き
ま
し
た
。 

    

                           

小
学
校
新
入
学
者
を
は
じ
め
参
拝
者
全

員
が
、
玉
串
の
奉
奠
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

教
話
の
あ
と
、
小
学
校
新
入
学
者
に
は
神

様
の
お
下
が
り
の
記
念
品
が
、
参
拝
の
少

年
少
女
会
員
の
み
な
さ
ん
に
は
お
直
会
が

配
ら
れ
ま
し
た
。 
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記
念
品
・
お
直
会
の
授
与
の

時
に
、
い
つ
も
健
康
と
信
心
の

成
長
を
祈
っ
て
下
さ
っ
て
あ
る

信
徒
会
の
皆
さ
ん
に
も
顔
を
見

せ
て
お
礼
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 
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「チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ー
ド
」 

と
り
く
み
ま
し
ょ
う
！ 

 

少
年
少
女
会
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ー
ド
」

は
、
五
月
か
ら
七
月
（
十
五
日
）
ま
で
の
、

信
心
の
「
取
り
組
み
表
」
で
す
。 

子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
、
お
父
さ

ん
・
お
母
さ
ん
・
お
祖
父
さ
ん
・
お
祖
母

さ
ん
、
み
ん
な
で
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。 

七
月
十
五
日
ま
で
取
り
組
ん
だ
人
は
、

教
会
に
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
全
国
大

会
（
八
月
三
日
㊏
・
四
日
㊐
）
の
作
品
展

で
掲
示
さ
れ
ま
す
。（
少
年
少
女
会
連
合
本
部
に
郵
送 

 
 

七
月
二
十
日
消
印
有
効

） 

ま
た
、
教
会
の
神
様
に
お
そ
な
え
し
て

お
礼
申
し
上
げ
、
教
会
の
少
年
少
女
会
か

ら
も
、
ス
テ
キ
な
ご
ほ
う
び
を
い
た
だ
け

ま
す
。 

「
第
77
回 

少
年
少
女
全
国
大
会
」
に
向

け
て
の
取
り
組
み
で
す
。
金
光
様
は
じ
め

全
教
の
信
奉
者
や
「
わ
か
ば
」
に
信
心
の

稽
古
の
取
り
組
み
を
現
わ
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
ょ
う
。 

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ー
ド
」
は
、
神
様
に

感
謝
を
さ
さ
げ
る
信
心
の
稽
古
で
、
心
を

豊
か
に
育
て
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。 

                           

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ー
ド
」
の 

取
り
組
み
項
目
に
つ
い
て 

【
小
３
～
小
６
の
場
合
】 

★
お
結
界
で
あ
い
さ
つ
を
す
る 

★｢

あ
り
が
と
う｣

は
は
っ
き
り
と
言
う 

★
家
事
を
手
伝
う 

★
ひ
と
り
で
あ
と
か
た
づ
け
を
す
る 

★
ハ
ミ
ガ
キ
、
手
洗
い
、
う
が
い
を
す
る 

★
準
備
体
そ
う
を
す
る 

★
嫌
い
な
食
べ
物
を
少
な
く
す
る 

★
日
課
表
を
作
り
、
生
活
を
す
る 

★
「
け
い
こ
」
を
続
け
る 

★
今
日
一
日
の
報
告
を
家
族
に
す
る 

★ 
 

（
自
分
や
家
族
で
設
定
し
ま
し
ょ
う
） 

★ 
 

（
自
分
や
家
族
で
設
定
し
ま
し
ょ
う
） 

こ
の
よ
う
な
十
二
項
目
で
す
。 

そ
の
中
の
三
項
目
が
守
れ
た
日
は
、
カ

ラ
ー
シ
ー
ル
を
貼
り
ま
す
。 

子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
、
お
父
さ

ん
・
お
母
さ
ん
・
お
祖
父
さ
ん
・
お
祖
母

さ
ん
、
み
ん
な
で
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。 
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ご
霊
神
様
の
お
立
ち
日 

 

五 
月 

 

平
地
ヨ
シ
子 
之
霊
神

（１
日
）昭
和
18
年 

松
田
俊
夫 
之
霊
神

（３
日
）昭
和
20
年 

福
元
久
伸 

之
霊
神

（５
日
）平
成
９
年 

溝
口
孝
治 

之
霊
神

（５
日
）平
成
25
年 

信
國
道
雄 

之
霊
神

（６
日
）平
成
16
年 

信
國
道
子 

之
霊
神

（
10
日
）平
成
27
年 

田
中 

恵  

之
霊
神

（
10
日
）平
成
29
年 

庄
村
ヒ
テ 

之
霊
神

（
12
日
）平
成
12
年 

津
上
國
臣 

之
霊
神

（
14
日
）平
成
18
年 

吉
屋
紀
元 

之

霊

神

（
20
日
）平
成
29
年 

向
江
喜
右
衛
門 

之
霊
神

（
20
日
）昭
和
54
年 

中
園
千
恵
子 

之
霊
神

（
23
日
）平
成
25
年 

向
江
ハ
ツ
ギ
ク 

之
霊
神

（
28
日
）昭
和
47
年 

須
藤
実
行 

之
霊
神

（
29
日
）平
成
13
年 

       

ご
先
祖
の
ご
霊
神
様
の
、
現
世
・幽
冥(

か
く
り
よ)

で
の
お

働
き
あ
っ
て
の
今
日
の
私
た
ち
で
あ
り
ま
す
。  

 

 

立
日
の
月
に
は
、
故
人
を
偲
び
、
玉
串
を
奉
て
ん
し
て
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
し
ょ
う
。
教
会
で
は
、
十
日
の
月
例
祭
で
、

霊
前
で
霊
祭
を
お
仕
え
し
、
玉
串
の 

奉
て
ん
を
準
備
し
て

い
ま
す
。 

 

あ
し
あ
と 

加
治
木
教
会
行
事
記
録 

…
… 

４
月 

…
…
…
… 

２
（
火
）
清 

掃 

御 

用 

10
時 

３
（
水
）
●
報
徳
月
例
祭
・
勧
学
祭 

10
時
半 

９
（
火
）
清
掃
御
用
10
時 

箏
練
習 

10
（
水
）
●

生
神
金
光

大

神

様

月 

例 

祭 

10
時
半 

 

〃 
 
 

箏
練
習
13
時 

14
（
日
）
人
吉
教
会 

御
大
祭 

11
時 

16
（
火
）
連
合
会
執
行
部
会 

十
時
半
～ 

鹿
児
島
教
会 

※
兼 (

連)

青
少
年
行
事
企
画
会
議 

18
（
木
）
箏
練
習 

10
時 

20
（
土
）
大
口
教
会 

御
大
祭 

11
時 

21
（
日
）
清 

掃 

御 

用 

10
時 

22
（
月
）
●
月
例
祭･

信
徒
会
総
会
13
時
半 

23
（
火
）
箏
練
習 

10
時
半 

24
（
水
）
★
バ
ン
ド
練
習 

19
時
半 

25
（
木
）
甘
木
親
教
会 

御
大
祭 

30
（
火
）
清 

掃 

御 

用 

10
時 

  

          

  

感 

詠 

（教
会
長
） 

 

寒
き
中
花
芽
を
伸
ば
し 

勧
学
祭
仕
え
る
頃
に
咲
く
ク
ン
シ
ラ
ン 

 

次
々
と
彩
る
花
を
咲
か
す
春 

天
地
の
恵
み
畏
み
礼
び 

 
 

 

流
行
歌
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
あ
る
た
め
に 

今
年
も
蒔
い
て
苗
作
り
お
り 

 

い
つ
の
日
に
治
療
を
し
た
か
覚
え
な
き 

歯
の
痛
み
つ
つ
夜
を
す
ご
し
ぬ 
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五
月
十
二
日(

日)
 

午
前
十
一
時
よ
り 

加
治
木
教
会 

天
地
金
乃
神
御
大
祭 

奉
仕 

ご
祭
典
後
ご
教
話 

 
 

講
師 

大
口
教
会
長 

安 

武 

秀 
信 
先
生 

 

《
御
大
祭
・
式
年
祭
》 

五
月 

十
九
日(

日)

 11:00 

多
良
木
教
会 

五
月
二
十
六
日(

日)

泉
田
教
会 

小
嶋
昭
敏
大
人 

 
 

 
 

十
年
祭 

 

六
月
二
十
二
日
（
火
）午
後
一
時
半
よ
り 

加
治
木
教
会 

布
教
七
十
三
年
記
念
祭 

奉
仕 

※
祭
典
後
、
教
話
。 

 

五
月
二
日
～
五
月
八
日 

御
大
祭
奉
迎 

信
行
期
間 

ご
祈
念･

研
修
～
午
前
五
時
三
十
分 

 

・
午
前
十
一
時 

  

教 

会 

行 

事 

…
… 

５
月 

…
…
…
… 

１
（
水
）
●
報
徳
月
例
祭
10
時
半 

２
（
木
）（
光
風
館
予
約
日 

午
前
十
時

全
国
大
会

） 

７
（
火
）
教
誨
師
会 

年
次

総
会 

(

教
会
長)

十
五
時 

西
本
願
寺 

９
（
木
）
清 

掃 

御 

用 

10
時 

10
（
金
）
●
月
例
祭･

清
掃
御
用 

10
時
半 

12
（
日
）
加
治
木
教
会 

御
大
祭 

11
時 

16
（
木
）
甘
木
親
教
会
教
師
研
修
会 

18
（
土
）
少
年
少
女
会
野
外
調
理 

19
（
日
）
多
良
木
教
会 

御
大
祭 

11
時 

21
（
火
）
清 

掃 

御 

用 

10
時 

22
（
水
）
●
月
例
祭･

共
励
会  

13
時
半 

26
（
日
）
泉
田
教
会 

小
嶋
昭
敏
大
人 

 
 

十

年

祭 

11
時 

27
（
月
）
教
誨
御
用 

(

教
会
長) 

31
（
金
）
清 

掃 

御 

用 

10
時 

 

《
未
定
行
事
》
青
年
会
・
若
婦
人
会 

 

★
バ
ン
ド
練
習
日
は
、
第
二
・
第
四 

水
曜

日
で
す
。 

つ
ご
う
の
つ
く
人
だ
け
で
練
習
し
て
い

ま
す
。
つ
ご
う
の
つ
か
な
い
み
な
さ
ん
は

お
家
で
練
習
し
て
く
だ
さ
い
！ 

※
練
習
曲
目
は
「
さ
ん
ぽ
」「
小
さ
な
世
界
」「
甘
木
布
教

賛
歌
」
で
す
。
楽
譜
は
教
会
で
配
布
し
て
お
り
ま
す
。 

  

…
… 

６
月 

…
…
…
… 

１
（
土
）
●
報
徳
月
例
祭
10
時
半 

３
（
月
）
親
教
会
参
拝
日(

参
拝

未
定) 

９(

日)
  

御
本
部
教
団
独
立
記
念
祭(

参
拝

未
定)

 

９
（
日
）
清
掃
御
用     

10
時 

10
（
月
）
●
月
例
祭 

生
神
金
光

大

神

様 

10
時
半 

18(

火)

～
19(

水)

教
師
研
修
会 

19
（
水
）

連
合
会

青
少
年 

企
画
会
議 

10
時
半 

21
（
金
）
清
掃
御
用     

10
時 

22
（
土
）
●
月 

例 

祭 

13
時
半 

〃 

併
せ
て 

布
教
73
年
記
念
祭 

22(

土)

～
23(

日)

信
徒
部
教
区
委
員
会(

大
分

教
会)

 

26(

水)

～
27(

木) 

親
教
会

教 

師 

婦
人
部
会(

教
師

会

) 

28
（
金
）（
光
風
館
予
約
日 

午
前
十
時

秋
御
大
祭

） 

29
（
土
）
清
掃
御
用     

10
時 

30
（
日
）
上
半
期
感
謝
祭 

10
時
半 

           


